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交通安全マップ作成活動の教育効果の検証（ ）
―ヒヤリハットおよびキーワードによるマップ作成活動の比較検討―

大久保智生（香川大学）

キーワード：交通安全マップ，ヒヤリハット，キーワード

問題と目的

近年，交通事故が社会問題となっており，特に

登下校中の子どもが犠牲になる交通事故はニュー

スなどで大きく取り上げられている。登下校中の

交通事故を減少させるには小学生の歩行時を含め

た交通安全意識を向上させる必要があり，効果的

な交通安全教育のコンテンツを開発し，教育効果

を検証していく必要がある。

効果的な交通安全教育のコンテンツとして，ヒ

ヤリハットマップの作成活動が挙げられる。ヒヤ

リハットとは「事故が起こりそうであったが，幸

いにも回避できた出来事」であり，このようなヒ

ヤリハット発生地点を地図上に表示したものがヒ

ヤリハットマップである（斎藤ら ）。ヒヤリ

ハットマップは多くの自治体で作成されており，

地域の交通安全対策に活用されている（増岡ら

）。

また，ヒヤリハットマップに類似するマップの

作成活動として，地域安全マップ（小宮 ）

がある。地域安全マップとは，監視性と領域性の

観点から「見えにくい」，「入りやすい」といった

キーワードによって地域を点検し，「犯罪が起こり

やすい場所」を地図にかき出すものである（小宮

）。地域安全マップではキーワードが重要にな

るが，この手法を応用すると，交通安全のキーワ

ードとしては，「見通しが悪い」と「守られていな

い」が考えられる。本研究では，これら つのマ

ップ作成活動の教育効果について検証を行ってい

く。

本研究では，ヒヤリハットマップとキーワード

によるマップの作成活動が小学生の交通安全意識，

交通安全に関する能力に及ぼす影響について検討

することを目的とする。

方 法

対象者と対象学級 小学校 年生の 学級計

名（男子 名，女子 名）を対象とした。 学

級のうち，ヒヤリハットマップ作成を行った学級

をヒヤリハット群，キーワードによるマップ作成

を行った学級をキーワード群，授業を行わなかっ

た学級を統制群とした。

質問紙 ①交通安全意識 大久保（ ）の交通

安全意識尺度を使用した。回答形式は 件法。

②交通安全に関する能力 濱本・平（ ）の防

犯に関する能力尺度を参考にして，交通安全に関

する能力を測定する尺度を作成し，使用した。回

答形式は 件法。

マップ作成活動の流れ マップ作成活動は，①質

問紙の回答，②事前学習，③フィールドワーク，

④話し合い，⑤発表会，⑥まとめ，⑦質問紙の回

答の流れで行った。

倫理的配慮 実施に際して，成績と関連がないこ

とや外部に回答結果が漏れないこと，回答結果は

研究成果の発表にのみ使用されることを伝えるこ

とで，倫理面への配慮を行った。

結果と考察

小学生の交通安全意識の検討 活動の実施前後の

交通安全意識について検討するため， 検定を行

った。その結果，「周囲への確認・注意」について

は，ヒヤリハット群（

）において，活動の実施後が実施前よりも有

意に得点が高かった。「思い込みによる油断の無さ」

については，キーワード群（

）において，活動の実施後が実施前

よりも有意に得点が高かった。以上の結果から，

ヒヤリハット群は「周囲への確認・注意」が，キ

ーワード群は「思い込みによる油断の無さ」が活

動の実施後に高くなることが明らかとなった

小学生の交通安全に関する能力の検討 活動の実

施前後の交通安全に関する能力について検討する

ため， 検定を行った。その結果，「被害防止能力」

については，ヒヤリハット群（

）とキーワード群（

）において，活動の実施後が実施前

より有意に得点が高かった。「コミュニケーション

能力」については，ヒヤリハット群（

）とキーワード群（

）において，活動の実施後

が実施前より有意に得点が高かった。「地域への愛

着心」得点については，ヒヤリハット群（

）において，活動の実施後

が実施前よりも有意に得点が高かった。以上の結

果から，ヒヤリハット群は，「被害防止能力」，「コ

ミュニケーション能力」，「地域への愛着心」が，

キーワード群は，「被害防止能力」，「コミュニケー

ション能力」が活動の実施後に高くなることが明

らかとなった。
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ボランティアサークルのマネジメントについての検討
― 理論による分析―

○遠藤勇汰（早稲田大学大学院） 河村茂雄（早稲田大学）

キーワード：ボランティア，リーダーシップ

問題と目的

近年，我が国では教育，福祉，環境保護など多

くの分野でボランティア活動が実施されている

（総務省， ）。ボランティア活動の役割の重要

性が増す次世代を担う若者のボランティア活動推

進のためにその活動の実態を解明する必要があり

（荒井・野嶋， ），大学生によるボランティ

ア活動を生かすことが社会全体の連帯性を醸成す

ることに繋がる（佐々木， ）ということが述

べられているように，若者のボランティア活動が

注目されている。

ボランティア活動を行っている大学生の半分以

上がボランティアサークルに所属してから活動を

始めていることが示されている（荒川・保住・吉

田， ）ように，若者のボランティア活動を支

える基盤にボランティアサークルがある。大学生

のサークル活動における役職者の困り感の第一位

には「集団の統制が困難」が挙げられており（横

山， ），サークルの運営に悩みを抱えている役

職者が多い。

そこで，ボランティアサークルにおけるマネジ

メントの特徴を明らかにするために，本研究では

理論による 類型と満足感，コミットメントと

の関連を検討する。

方 法

年 月下旬から 月上旬にボランティア団

体に所属している大学生・大学院生 名に質問

紙調査を実施した。うち，有効回答者は 名（男

性 名，女性 名）であった。使用した尺度

は，日本語版 （ ）

（吉田・徳田， ）， 評定尺度（三隅・関・篠

原， ），サークル・コミットメント尺度（橋本・

唐沢・磯崎， ）である。

倫理的配慮 回答者が特定されないこと，回答は

任意であり，回答の途中であっても回答をやめる

ことができることの説明を行った。

結 果

因子得点を算出し， 理論 群を独立変数，日

本語版 尺度，サークル・コミットメント尺度

の下位尺度を従属変数とした 要因分散分析を行

った（ ）。日本語版 尺度の全ての下位因

子，サークル・コミットメント尺度の「規範的コ

ミットメント」を除く つの下位因子において，

理論 群による有意な 値がみられたため，

法による多重比較を行った。

考 察

型と 型のリーダーシップの間には有意な差

が見られなかった。このことから， 型， 型が

ボランティアサークルのマネジメントに効果的な

リーダーシップであるといえる。また， 型と

型のリーダーシップの間には有意な差がなかった。

これは，ボランティアサークルの参加者に成長し

たい，人の手助けをしたいという動機がある（荒

川・保住・吉田， ）ことが影響していると考

えられる。つまり， 型のリーダーシップを認知

している参加者であっても自らよりよくなるため

の行動を行い，ボランティア活動の目的を果たそ

うとする態度をとることによって， 型のリーダ

ーシップの認知をしている参加者と同程度にボラ

ンティア満足感やコミットメントが高くなる可能

性が示唆されている。

Table1　PMリーダーシップ4群を独立変数とした他尺度の下位因子の分散分析の結果

PM P M pm
（n= 62）（n =28）（n =28）（n =49）

31.23 27.39 30.29 26.12
(4.81) (4.38) (6.33) (5.17)
31.00 26.50 30.54 28.29
(4.36) (5.07) (5.92) (4.86)
10.69 8.07 10.57 8.86
(2.69) (2.46) (2.67) (2.94)
20.42 16.14 19.86 17.59
(3.47) (4.73) (4.36) (4.40)
12.71 10.43 12.75 11.14
(1.99) (2.85) (2.24) (2.68)
15.89 14.75 13.75 14.96
(3.13) (3.84) (4.19) (3.67)

***p <.001

仲間との関係

集団同一視コミットメント

情緒的コミットメント

上段：平均値，下段：標準偏差

規範的コミットメント

F値

8.65***

2.4 n.s.

PM=M>P=pm

組織との関係

自己有用感

多重比較

10.52***

6.79***

8.57***

9.05***

PM=M＞pm, PM＞P

PM=M＞P, PM＞pm

PM=M>P=pm

PM=M＞P, PM＞pm
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